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業績予想の修正のお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年５月 13 日の平成 21 年３月期決算発表時に公表した平成 22 年 

３月期第２四半期累計期間（平成 21 年４月１日～平成 21 年９月 30 日）及び通期（平成 21 年４月１日～

平成 22 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正します。 

 

 

１.平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

(1)連結 　　　 　（単位：百万円、％）

前回発表予想（Ａ） 円
（平成21年５月13日発表）

円

円

(2)個別 　　　 　（単位：百万円、％）

前回発表予想（Ａ） 円
（平成21年５月13日発表）
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２.平成 22 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

(1)連結 　　　 　（単位：百万円、％）

前回発表予想（Ａ） 円
（平成21年５月13日発表）

円

円

(2)個別 　　　 　（単位：百万円、％）

前回発表予想（Ａ） 円
（平成21年５月13日発表）
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３．業績予想修正の理由 

 （1）連結 

   第１四半期の天候不順や新型インフルエンザの流行等による売上高の減少がありましたが、新たな

客層を開拓し２期目を迎えた富士本栖湖リゾートでの「富士芝桜まつり」や富士急ハイランドで７月

にオープンした日本初の天空の回転ブランコ「鉄骨番長」がＣＭ等でも高い話題性を獲得し好評を博

しました。 

また、同じく７月にオープンした相模湖プレジャーフォレストの考えるアスレチック「ピカソのタ

マゴ」が好調なスタートをし、天候に恵まれたシルバーウィーク等の効果も加わり、特にレジャー・

サービス業における集客増及び収益性の改善が図られ上記修正に至ったものであります。 

 

通期の業績予想につきましては、予想外の、新型インフルエンザの再流行懸念や景気の先行き等の

不透明な要素も勘案し、売上高を修正いたしました。なお、損益につきましては、一層の経費圧縮等

に努め当初予想を据え置きます。 

   

 （2）個別 

   連結と同様の理由により修正いたします。 

 

 

<業績予想に関する注意事項> 

 当資料に掲載されている業績見通し及び将来の予想に関する記述は、当社及び当社グループにおいて、 

 現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際の業績につきましては、さまざまな要 

 因によりこれら業績予想と大きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。 
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